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各種センサを容易にデジタル化する1チャネルおよび2チャネル
No Latency ∆ΣTM、24ビットADC、パート2 － デザインノート 237
Michael K. Mayes

はじめに
このデザインノートは、LTC®2401/LTC2402高精度、小
型（MSOP）、24ビット・デルタ-シグマ・コンバータを使
用したアプリケーション・アイデアの続きです。パート1
では、2つの新しいデバイスを紹介するとともに、これら
のデバイス独自の機能を利用したブリッジ・デジタイザ回
路を紹介しました。フルスケール設定入力およびゼロス
ケール設定入力を使用した、励起電流によるオフセット/フ
ルスケール誤差の除去方法を説明しました。さらに、パー
ト1では4端子および6端子ブリッジ回路を直接デジタル化
するための擬似差動アプリケーション回路を取り上げまし
た。

ここでは、2チャネルのLTC2402を使用した新しいアプリ
ケーションを2つ紹介します。最初は、リモート測定用デ
ジタル冷接点補償回路です。次に、ADCの第2のチャネル
およびアンダーレンジ能力を使用して、RTDセンサをデジ
タル化し、電圧降下誤差をデジタル的に除去する方法を説
明します。

デジタル冷接点補償
熱電対で絶対温度を測定するには、冷接点補償を行わなけ
ればなりません。LTC2402により、デジタル冷接点補償が
簡単になります。一つのチャネルで熱電対の出力を測定
し、他のチャネルで冷接点センサ（ダイオード、サーミスタ
など）の出力を測定します（図1を参照）。

CH0（熱電対）とCH1（冷接点）の選択は自動的に行われま
す。LTC2402は、2つの入力チャネル間で交互に変換を行
い、選択したチャネルに対応するビットをシリアル・デー
タ出力ワードで出力します。これによりチャネル選択入力
ピンをなくして、ユーザ・インタフェースを簡素化しま
す。このように、LTC2402は絶縁型測定を実行するシステ
ムに最適です。必要なものは、2個のオプトアイソレータ
（1つはシリアル・データ出力用、もう1つはシリアル・
データ出力クロック用）だけです。

2つの入力チャネル間で交互に変換を行うのは、従来のデ
ルタ-シグマ・アナログ-デジタル・コンバータでは困難で
す。これらのデバイスには、入力チャネルが切り換わるた
びに、安定化のために3～5変換サイクルが必要です。他
方、LTC2402は従来のデルタ-シグマ・コンバータとは完
全に異なるアーキテクチャを使用しています。これによ
り、待ち時間がなくなり、1サイクル以内で安定します。
またLTC2402は、他のデルタ-シグマA/Dコンバータとは
異なり、回路を複雑にすることなく、2つのチャネル間で
交互に連続変換を行うことができます。

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
No Latency ∆Σはリニアテクノロジー社の商標です。

図1. デジタル冷接点補償回路
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RTD温度デジタイザ
RTDをリモート温度測定に使用すると、多くの場合、ADC
とRTDセンサ間のリード長が長くなります。このように
リード長が長くなると、そこを流れる励起電流により電圧
降下が生じます。LTC2402により、この電圧降下を測定し
てデジタル的に除去することができます（図2参照）。

励起電流（標準200µA）は、長いリード長を通ってリモート
温度センサ（RTD）に流れます。この電流は、温度により抵
抗が変化する（0℃～800℃に対し100Ω～400Ω）RTDに供
給されます。同じ励起電流がADCのグランドに流れ、もど
りのリード両端にも電圧降下を引き起こします。精度の高
い温度測定を実現するには、これらの電圧降下を測定して
変換結果から除去しなければなりません。フォワード・パ
スおよびリターン・パスの抵抗がほぼ同じ（R1＝R2＝R）で
あると仮定すれば、この電圧降下はLTC2402の補助チャネ
ルにより測定できます。そして、簡単なデジタル補正でこ
れらの誤差が除去されます。

LTC2402は、上記の例のようにCH0とCH1を交互に変換
します。CH0の最初の変換結果は、VRTD＋R • IEXCITATION
の入力電圧に相当します。2番目の変換結果（CH1）は、－R
• IEXCITATIONです。LTC2402の入力範囲は電源レールに制
限されず、アンダーレンジ能力があることに注意してくだ
さい。デバイスの入力範囲は、－300mV～VREF＋300mV
です。2つの変換結果を加算すると、RTDのリード両端の
電圧降下がキャンセルされ、最終的にVRTDが得られます。

まとめ
リニアテクノロジーは24ビット・デルタ-シグマ・コン
バータ・ファミリの2つの新型コンバータを発表しまし
た。このファミリは、LTC2400（1チャネル8ピンSO）、
LTC2404/LTC2408（4チャネルおよび8チャネル24ビッ
トADC）、そしてここで説明したLTC2401/LTC2402で構
成されています。

また、100サンプル/秒のターボ・モード付きの低コスト20
ビット・デルタ-シグマADC LTC2400、そして4チャネルお
よび8チャネル・バージョンのLTC2424およびLTC2428も
最近発表しました。

さらに、GN16に収容された完全差動入力/差動リファレン
ス・デバイスLTC2410、そして50Hz除去および60Hz除去
を同時に行うピン・コンパチブルのLTC2413が供給されて
います。これらのデバイスは、5Vの広い入力範囲にわたっ
て800nVRMSのノイズ、ほぼゼロのオフセット誤差、フルス
ケール誤差、および直線性ドリフトを特長としています。

ボード・スペースが問題になる場合は、10ピンMSOPパッ
ケージの完全差動入力/ 差動リファレンス・デバイス
（LTC2411）があります。

各デバイスは、高い絶対精度、使いやすさ、ほぼゼロのド
リフトを特長としています。LTC2401/LTC2402は、シ
ステム的な電圧降下に起因した誤差を除去するフルスケー
ル設定入力とゼロスケール設定入力も備えています。これ
らのデバイスの性能、機能、および使いやすは、設計者に
将来の工業用システムおよび計装設計を再検討してもらう
のに十分なものです。

図2. RTDリモート温度測定


